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町の人口（9月１日現在）
男性 3,815 人
女性 4,014 人
計 7,829 人

広報いで　IDE TOWN PUBLIC RELATIONS６期目の登庁で花束を受ける汐見町長
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い
で
の
ま
ち
か
ど

オ
ウ
ツ

チ
ン
グ

　

７
月
26
日
（
日
）、
宇
治
田
原
町

住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
第

23
回
京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部

消
防
操
法
大
会
で
、
井
手
町
消
防

団
の
第
２
分
団
第
３
部
（
南
部
区
）

が
準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
町
消
防
団
か
ら
同

　

玉
水
区
で
は
、
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
宝
く
じ
の

助
成
を
受
け
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

備
品
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
係
る

体
育
用
品
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

宝
く
じ
助
成
は
、
宝
く
じ
の
普

及
広
報
を
図
る
た
め
に
、
宝
く
じ

の
収
入
源
を
財
源
と
し
て
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
共
同
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
に
対
し
て
助

成
さ
れ
る
も
の
で
す
。
宝
く
じ
の

助
成
金
は
、
ま
ち
の
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

宝
く
じ
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

第
２
分
団
第
３
部　

見
事
準
優
勝

　

京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部
消
防
操
法
大
会準優勝に輝いた井手町消防団の皆さん

　

玉
川
保
育
園
（
藤
林
栄
美
子
園

長
）
で
８
月
10
日
（
月
）、
園
児
た

ち
が
「
し
ん
こ
だ
ん
ご
」
作
り
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
「
し
ん
こ
だ
ん
ご
」
は
、
米
の
粉

を
熱
湯
で
練
っ
た
だ
ん
ご
を
、
花

や
動
物
な
ど
の
形
に
整
え
た
も
の

で
、
お
盆
や
地
蔵
盆
な
ど
で
供
え

ら
れ
る
伝
統
の
お
菓
子
で
す
。

　

園
児
た
ち
は
、
地
元
の
生
活
研

究
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
作

り
方
を
学
び
な
が
ら
、
パ
ン
ダ
や

カ
ブ
ト
ム
シ
、
恐
竜
な
ど
思
い
思

い
の
形
に
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

「
し
ん
こ
だ
ん
ご
」
に
挑
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
川
保
育
園

人
権
擁
護
委
員
に
中
村
さ
ん

　

井
手
町
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

さ
れ
た
中
村
育
子
さ
ん
へ
の
委
嘱

状
の
伝
達
式
が
８
月
12
日
（
水
）、

役
場
で
行
わ
れ
、
法
務
大
臣
か
ら

の
委
嘱
状
が
、
京
都
地
方
法
務
局

宇
治
支
局
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
委
員
を
退
任
さ
れ
た
寺
島

み
さ
尾
さ
ん
に
も
功
績
を
称
え
る

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

部
と
第
１
分
団
第
１
部
（
南
区
）

の
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
６
月
１

日
か
ら
毎
週
月
・
水
・
金
の
３
日

間
取
り
組
ん
で
き
た
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
訓
練
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。
第
２
分
団
第
３
部
は
、
来
年

行
わ
れ
る
京
都
府
消
防
操
法
大
会

に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

町
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て

　
　
　

汐
見
町
長
が
登
庁　

６
期
目
ス
タ
ー
ト

　

８
月
４
日
告
示
の
井
手
町
長
選

挙
で
６
選
を
果
た
し
た
汐
見
明

男
町
長
の
登
庁
式
が
、
８
月
27
日

（
木
）、
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
前
で
は
、
集
ま
っ
た
住
民

や
職
員
約
80
人
が
、
拍
手
で
汐
見

町
長
を
出
迎
え
、
支
援
団
体
や
職

員
の
代
表
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

登
庁
式
で
汐
見
町
長
は
「
私
は

就
任
以
来
、『
ま
ち
の
主
人
公
は

住
民
』
と
の
認
識
の
も
と
、
対
話

を
重
ね
、
様
々
な
意
見
な
ど
を
町

政
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
一
緒
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
行
政
を
着
実
に
前
進
さ

せ
る
た
め
に
は
、
住
民
の
協
力
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
行
政
が

住
民
に
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
正
直
に

勝
る
も
の
は
な
く
、
偽
り
の
な
い

清
潔
で
透
明
性
の
あ
る
町
政
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
こ
の
姿
勢
を
堅
持
し
て
ま
い
り

た
い
」
と
町
政
に
取
り
組
む
姿
勢

を
説
明
し
、
そ
の
上
で
「
大
き
な

課
題
で
あ
る
人
口
減
少
を
食
い
止

め
る
た
め
に
は
、
利
便
性
向
上
の

た
め
の
Ｊ
Ｒ
奈
良

線
全
線
複
線
化
、

雇
用
創
出
の
た
め

の
白
坂
開
発
、
住

宅
地
を
は
じ
め
と

す
る
開
発
適
地
を

拡
大
さ
せ
る
た
め

の
宇
治
木
津
線
道

路
の
新
設
、
こ
の

３
つ
が
と
て
も
重

要
。
こ
れ
ら
を
核

に
、
し
っ
か
り
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
、

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ
と
も

可
能
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
今

後
数
年
間
は
非
常
に
厳
し
く
難
し

い
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
状
況

で
す
が
、
国
や
京
都
府
の
ご
支
援

は
も
ち
ろ
ん
、
議
会
と
住
民
と
町

が
一
つ
に
な
っ
て
同
じ
方
向
に
向

か
っ
て
進
め
ば
、
間
違
い
な
く
困

難
は
克
服
で
き
る
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
職
員
も
、
町
の
発
展

と
住
民
の
幸
せ
の
た
め
に
精
一
杯

頑
張
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

す
る
」
と
決
意
を
熱
く
述
べ
ま
し

た
。

登庁式であいさつする汐見町長

しんこだんご作りに挑戦する園児たち

人権擁護委員に委嘱された中村さん



広報いで H27-093

　平成２７年１０月より１２桁の個人番号（マイナンバー）の通知が住民票の住所に送付されます。
　個人番号を通知する「番号通知カード」と「個人番号カード」（平成２８年１月より交付）の交付申請書が同封されています。
　「個人番号カード」の交付を希望される方は、申請書に必要事項を記載のうえ、顔写真を貼り同封の返信用封筒に入れて発
送していただきますと、平成２８年１月より順次個人番号カード交付通知書がお手元に届きます。
　その「通知書」と「番号通知カード」を役場窓口にご持参いただきますと個人番号カードが交付されます。
　※「番号通知カード」は個人番号カード交付の際に必ず必要になりますので大切に保管してください。
　平成２８年１月からは、個人番号の利用も開始されます。会社にお勤めの方は、税や社会保障の手続きで利用するために
本人とご家族の個人番号を勤務先に伝えることになります。

　　　マイナンバーに関する御問い合わせは、専用のコールセンターにお問い合わせいただくことができます。
　　　マイナンバーコールセンター
　　　　TEL：0570（20）0178　午前９時３０分～午後５時３０分（土・日・祝・年末年始を除く）
　　　　TEL：0570（20）0291　( 外国語対応番号 )
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先：住民福祉課（TEL：８２－６１６４）

１０月から「番号通知カード」（マイナンバー制度）が届きます

　京都府内各保健所では、昨年より「くらしとしごとの相談窓口」を設置し相談をおうかがいしています。今年４月に生活
困窮者自立支援法が施行されたことで、継続して専門の相談支援員がお一人おひとりの状況に寄り添いながら、生活の立て
直しに向けた支援を行っています。( 但しお金の貸付けや支給はありません )
　「相談してもどうしようもない」「お金の問題は自己責任だ」と思って相談をためらっておられるあなたへ。深刻な状況に
なる前にご相談ください。家族全体の中で課題を見つけプランを作るなどして、可能な限り解決に向けてサポートさせてい
ただきます。
　また、ご相談の中でいただいた個人情報等については秘密を厳守させていただきます。

　（たとえばこんなことで困っていませんか？）
　　しごと　就職活動の方法がわからない。仕事に結びつかない。仕事が続かない。自信がない　など。
　　借金　　公共料金、家賃の滞納等がありどこから手をつけていいかわからない。　など。
　　くらし　生活に困っているがどこに相談したらいいかわからない。周囲に頼れる人がいない　など

　☆相談窓口　京都府山城北保健所綴喜分室　地域福祉担当　荻野
　☆住所　　　〒６１０－０３３１　　京田辺市田辺明田１
　☆ TEL　　　６３－５７４５　　　　FAX　６２－６４１６
　☆対象者　　井手町にお住まいの方 ( 生活保護受給中の方を除く )
　　　　　　（相談は、土日祝日、年末年始を除く９；００～１２；００、１３；００～１６；３０。訪問面接も可能です。）

仕事や生活、お金のことでお困りの方へ
　　　　　　一人で悩まず、まずはお電話をください

・対象者と思われる方には
案内と申請書を送らせて
頂いていますので、期間
内に申請をお願いします。

・井手町の申請期限はそ
れぞれ１０月３０日（金）
となっています。

＜臨時福祉給付金＞＜子育て世帯臨時特例給付金＞

※臨時福祉給付金は平成 27 年 1 月 1 日に住民登録のある
　市町村が申請先となります。
※申請期間などは各市町村により異なりますので、井手町
　以外が申請先となる方は、事前にその市区町村に問い合
　わせるか、ホームページなどで確認するようにしてくだ
　さい。

問い合わせ先　住民福祉課　TEL：８２－６１６４
厚生労働省　相談専用ダイヤル
　　　　　　　　TEL：０５７０－０３７－１９２

給付金の申請はお済みですか

確認じゃ！

■がんに関わる様々な相談をお受けする窓口として、京都府
山城北保健所で出張個別相談会を行いますのでご利用くださ
い。
　日　時　9 月 8 日（火）、10 月 13 日（火 )
　　　　　　いずれも午後１時から３時３０分
　場　所　京都府山城北保健所
　　　　　　（山城広域振興局宇治総合庁舎内）
　相談員　保健師又は看護師
　相談料　無料
　予　約　事前に京都府がん総合相談支援センターにお申し
　　　　　込みください。

■なお、出張相談以外にがん総合相談支援センターで通常相
談（電話及び対面）を月～金（祝日・年末年始を除く）の 9
時～ 12 時、13 時～ 16 時に実施していますので、こちらもご
利用ください。

京都府がん総合相談支援センター
　　　（京都市南区東九条下殿田町 43 メルクリオ京都２階）
　　　 フリーダイヤル　０１２０－０７８－３９４

出張がん個別相談会の
　　　　　　　　お知らせ
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軽自動車税の税率改正のお知らせ
地方税法の改正に伴い、軽自動車税の税率が次のとおり変更となりましたのでお知らせします。

原動機付自転車及び二輪車等
　平成２８年度より、次のとおり税率が改正されます。
　※この税率改正については、平成２７年度から適用される予定でしたが、適用開始が１年延長され、
　平成２８年度から適用されることとなりました。

種　　　　　別
税　率（年額）

現　行
( 平成２７年度以前 )

改正後
( 平成２８年度以後 )

原動機付自転車

第１種　（排気量５０cc 以下） １，０００円 ２，０００円
第２種乙（排気量５０cc 超９０cc 以下） １，２００円 ２，０００円
第２種甲（排気量９０cc 超１２５cc 以下） １，６００円 ２，４００円
ミニカー ２，５００円 ３，７００円

軽自動車
二輪のもの（排気量１２５cc 超２５０cc 以下）
※ボートトレーラーを含む ２，４００円 ３，６００円
専ら雪上を走行するもの ２，４００円 ３，６００円

小型特殊自動車 農耕作業用のもの １，６００円 ２，０００円
その他のもの ４，７００円 ５，９００円

二輪小型自動車（排気量２５０cc 超） ４，０００円 ６，０００円

三輪及び四輪以上の軽自動車
①軽四輪等（三輪以上の軽自動車）の税率について
　平成２７年３月３１日以前に取得されている車両及び新規登録した車両（初めて車両番号の指定を受けた車両）
については『平成２７年３月３１日以前の登録車』（現行どおり）、平成２７年４月１日以後に新規登録した車両
は『平成２７年４月１日以後の登録車』の税率となります。
　また、平成２８年４月１日以後の賦課期日（毎年４月１日）現在において、新規登録してから１３年が経過し
ている車両は、『登録後１３年超』の税率が適用されます。（経年重課）

種　　　　　別
税　率（年額）

平成 27 年 3 月 31 日
以前の登録車

平成 27 年 4 月 1 日
以後の登録車

【平成 28 年度から】
登録後 13 年超 ( ※ )

軽自動車

三輪（排気量６６０cc 以下） ３，１００円 ３，９００円 ４，６００円

四輪以上（排気量６６０cc 以下）
乗　用 営業用 ５，５００円 ６，９００円 ８，２００円

自家用 ７，２００円 １０，８００円 １２，９００円

貨物用 営業用 ３，０００円 ３，８００円 ４，５００円
自家用 ４，０００円 ５，０００円 ６，０００円

( ※ ) 電気軽自動車、天然ガス軽自動車、メタノール軽自動車、ガソリンハイブリッド軽自動車、被けん引車は対象外。

②軽四輪車等に係る軽自動車税のグリーン化特例（軽課）について（平成２８年度のみ適用）
　平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までに新規登録した車両（初めて車両番号の指定を受けた車両）
で、一定の環境性能を有するものについて、平成２８年度分の軽自動車税が軽減されます。

【対象車及び軽課割合】
対　象　車 軽課割合

電気自動車・天然ガス自動車
（平成２１年排出ガス規制に適合し、かつ、平成２１年排出ガス基準における窒素酸化物１０％以上低減達成車） 税率を概ね７５％軽減　（ア）

ガソリン車
（平成１７年排出ガス規制に適合し、かつ、平成
１７年排出ガス基準における窒素酸化物７５％
以上低減達成車）

乗　用 　平成３２年度燃費基準 + ２０％以上達成車 税率を概ね５０％軽減　（イ）貨物用 　平成２７年度燃費基準 + ３５％以上達成車
乗　用 　平成３２年度燃費基準達成車 税率を概ね２５％軽減　（ウ）貨物用 　平成２７年度燃費基準 + １５％以上達成車

【軽課を適用した場合の税率】

種　　　　別 標　準　税　率
（平成２７年４月１日以後の新規登録車）

グリーン化特例（軽課税率）　
（平成２８年度のみ）

概ね７５％軽減（ア）概ね５０％軽減（イ）概ね２５％軽減（ウ）

軽自動車

三輪（６６０cc 以下） ３，９００円 １，０００円 ２，０００円 ３，０００円
四輪以上

（ 排 気 量
６ ６ ０ cc　　　
以下）

乗　用 営業用 ６，９００円 １，８００円 ３，５００円 ５，２００円
自家用 １０，８００円 ２，７００円 ５，４００円 ８，１００円

貨物用 営業用 ３，８００円 １，０００円 １，９００円 ２，９００円
自家用 ５，０００円 １，３００円 ２，５００円 ３，８００円

○お問い合わせは、税務課（℡８２－６１６３）まで。
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保健医療課からのお知らせ 健康保険がかわったら必ず届出が必要です！
　お勤め先の健康保険と国民健康保険の間で切り替えがある場合は、届出が必要です。自動的に切り替わることはありません
のでご注意ください。
※健康保険の任意継続について
　健康保険の任意継続とは、会社などお勤め先を退職して被保険者の資格を喪失したときに、一定の条件のもとに本人の希望
により引き続き最長２年間被保険者となることができる制度で、資格喪失日の前日までに「継続して２カ月以上の被保険者期
間」があること、資格喪失日から「２０日以内」に申請すること、などの加入要件があります。詳しくはお勤め先にお問い合
わせください。
◎国民健康保険に加入するとき

こんなとき 持参するもの
他の市町村から井手町に転入してきたとき（職場の健康保険に加入していない場合）印かん・他の市町村の転出証明書
退職して職場の健康保険がなくなったとき、被扶養者からはずれたとき 印かん・職場の健康保険証からはずれた証明書
国民健康保険に入っている人に子どもが生まれたとき 印かん・保険証
◎国民健康保険をやめるとき

こんなとき 持参するもの
井手町以外の市町村に転出するとき 印かん・保険証
就職して職場の健康保険に入ったとき、被扶養者となったとき 印かん・職場の保険証と国民健康保険証
国民健康保険に入っている人が死亡したとき 印かん・保険証
◎そのほかの場合

こんなとき 持参するもの
世帯主や氏名、井手町内で住所が変わったとき 印かん・保険証
保険証をなくしたとき（汚れて使えなくなったとき） 印かん・本人であることを証明するもの（使えなくなった保険証）
※お問い合わせは、保健医療課（℡８２－６１６６）まで

　井手町では健やかに子供を産み育てる環境づくりとして、乳幼児及び児童生徒の健康の保持・増進を図るとこ
とを目的に、入院・入院外ともに０歳から中学校卒業までを対象に、一部負担金を完全無料化しています。
　今回、平成２７年９月診療分から京都府の「京都子育て支援医療費助成制度」が拡充されたことに伴い、井手
町が交付しています受給者証（京都子育て支援医療費受給者証）を更新しました。
　平成２７年９月の受診からは、新しい受給者証を医療機関の窓口に提示してください。
　なお、お手持ちの受給者証（旧）はお手数をおかけいたしますが、ハサミなどで細かく切って破棄してください。
※お問い合わせは、保健医療課（℡８２－６１６６）まで

■子育て支援医療費助成制度の受給者証の更新について

日　　時　　平成２７年１０月４日（日）午前１０時から午後４時まで
会　　場　　①　イオンモール京都五条　３階　イオンホール特設会場
　　　　　　②　ＭＯＭＯ　Ｔｅｒｒａｃｅ（モモテラス）　１階アトリウム
相談対応　　法務局職員、司法書士、土地家屋調査士、人権擁護委員、公証人
相談内容　　登記相談、戸籍・成年後見・国籍相談、供託相談、人権相談、遺言・後見などの公正証書に関する相談
その他　　　予約制・相談無料・秘密厳守
予約受付　　平成２７年９月１４日（月）から１０月２日（金）まで
　　　　　　（土・日・祝日を除く）午前８時３０分から午後５時１５分まで
相談の予約・お問い合わせ先
　　　　　　①　京都地方法務局総務課　℡０７５－２３１－０１４８　　②　京都地方法務局宇治支局　℡２４－４１２２

■「全国一斉！法務局休日相談所（京都地方法務局）」開設のお知らせ

■特定計量器定期検査（はかりの定期検査）
　事業所等で「取引」「証明」に使用される特定計量器（は
かり等）は、計量法により２年に１回の定期検査を受ける
ことが義務付けられています。
　平成２７年特定計量器定期検査（集合検査）を下記のと
おり実施しますので、検査を受けなければならない方は必
ず受検してください。

日　　時：平成２７年９月１５日（火）　
　　　　　　　　　　　　　午前１０時から午後３時
場　　所：井手町商工会館前
問合せ先：井手町産業環境課（８２－６１６８）

■オータムジャンボ宝くじ発売
○今年のオータムジャンボ宝くじは、１等・前後賞合わせて５億円！
　　　　　１等：３億円　　　前後賞各：１億円
○発売期間　９月２８日（月）から１０月１６日（金）まで
　　　　　　※売切れしだい発売終了！
○抽せん日　１０月２３日（金）
○発売場所　全国の宝くじ売場　※通信販売でも購入できます

　この宝くじの収益金は市町村の明るいまち
づくりや環境対策、高齢化対策など地域住民
の福祉向上のために使われます。
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子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来てください♪
【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井４８－２（玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】８２－２２３２
【開いてる日】月曜日～金曜日（日曜・祝日を除く）９：３０～１６：００

9月 　　行事予定　（行事がない日でも毎日遊びに来れます♪）
と　　　　　き 内　　容 場所・備考

11日（金）10：30～ 11：30 たんぽぽ広場
「椿坂であそぼう」

14日（月）10：30～ 12：00 助産師・相談会 ※申込制

15日（火）10：00～ 11：40 すくすくクラブ 対象：1歳半～ 2歳半
※申込制

16日（水）10：30～ 12：00 子育てサークル
さんさん会

25日（金）10：00～ 12：00 だっこ・おんぶグッズ
試着サロン ※申込制

28日（月）10：00～ 12：00 おでかけ広場 西部公民館

29日（火）10：30～ 12：00 *hughug*
「ベビーマッサージ」 ※申込制

30日（水）10：00～ 11：40 のびのびクラブ 対象：2歳半～ 4歳
※申込制

10月

5日（月） 10：30～ 12：00 リフレッシュ講座
「Fa(ther) テラピーエクササイズ」 ※申込制

8日（木） 10：30～ 12：00 子育てサークル
さんさん会

13日（火）10：30～ 12：00 *hughug*
「ベビーマッサージ」 ※申込制

14日（水）10：30～ 11：30 いづみ保育園園庭開放
※場所の記載のないものは、全て「子育て支援センター」で行います

＊さんさん会
対象：妊婦から 3歳くらいの子と親
活動日：第１水曜日・３木曜日
　
＊竹の子ひろば
対象：妊婦から 3歳くらいの子と親
活動日：月 2回程度の水曜日
場所：多賀保育園
　
＊ *hughug*
対象：2カ月～ 1歳くらいまで
活動日：第 2週の火曜日
参加費：1回 500円
※サークルに興味のある方は子育て支援セン
ターまでお問い合わせください。

子育てサークル

親子の広場
＊たんぽぽ広場
　　　対象：妊婦～就学前の親子　
＊おでかけ広場
　　対象：妊婦～就学前の親子
＊すくすくクラブ
　　対象：1歳半～ 2歳半の親子（申込制）
＊のびのびクラブ
　　対象：2歳半～ 4歳まで（申込制）

一時預かり 　お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料）
【利用時間】　平日（月～金曜日）8：30～ 16：30　　土曜日　8：30～ 12：00
※料金やその他詳細は子育て支援センター（℡ 82－ 2232）までお問い合わせください

　皆さんのご家庭に、『住宅用火災警報器』は設置され
ていますか？ 。住宅火災から大切な命を守るため『住宅
用火災警報器』を設置しましょう！
－住宅用火災警報器とは－
・住宅用火災警報器は、火災の煙や熱を感知して、音声
　や警報音等で火災の発生を知らせるものです。
・住宅等の天井または壁面に取り付けます。
・住宅用火災警報器は、火災の早期発見・被害の軽減に
　効果を発揮します。

※これ以外の設置例は、京田辺市消防本部のホームペー
　ジをごらんください。
　お問合せは京田辺市消防署井手分署
　　　　　　　　　　　　　　℡８２－３０００

「住宅用火災警報器」の設置を
　国勢調査は、平成 27 年 10 月 1 日（木）現在、
日本に住んでいる全ての人および世帯が対象です。
インターネット回答期限は９月２０日です
・９月１０日（木）～１２日（土）　調査員が全ての世帯にインター
　ネット回答に必要な書類（ID やパスワード、操作ガイド）を
　配布します。インターネット回答の期間は９月１０日（木）～
　２０日（日）です。
・９月２６日（土）～３０日（水）　調査員がインターネット回
　答をしなかった世帯に、紙の調査票を配布します。

紙の調査票での回答及び提出（調査員に提出、または郵送提出）は、
１０月１日（木）～７日（水）です。
・調査票の記入内容は厳重に守られます。
・調査員をはじめとする国勢調査事務従事者には、統計法によっ
　て、個人情報を保護するための厳格な守秘義務が課せられてお
　り、調査票の記入内容は厳重に守られます。

　国勢調査については、キャンペーンサイト
　　　　　　　（http://kokusei2015.stat.go.jp/) をご覧ください。
　お問い合わせは企画財政課（℡８２－６１６２）まで

国勢調査を実施します
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第
34
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
か
ら

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
毎
年
法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
、
次
代
を
担
う
中
学
生
に

自
分
の
身
近
に
あ
る
人
権
に
つ
い
て
の
思
い
を
作
文
に
書
い
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
権
尊
重
の
大
切
さ
や

基
本
的
人
権
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
作
品
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
中
学
生
の
純
粋
な
気
持
ち
に
ふ
れ
て
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

内
閣
総
理
大
臣
賞
作
品

「
被
害
者
と
加
害
者　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
」

佐
賀
県
・
佐
賀
県
立
武
雄
青
陵
中
学
校
１
年

　

平
木　

洵
太

　

さ
だ
ま
さ
し
氏
の
曲
に
「
償
い
」

と
い
う
有
名
な
作
品
が
あ
る
。
私

が
小
学
生
の
頃
、
母
が
聞
か
せ
て

く
れ
た
話
だ
。
そ
れ
は
、私
が
過
っ

て
友
人
に
怪
我
を
さ
せ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。
遊
び
の
中
の

事
故
で
、決
し
て
故
意
で
は
な
か
っ

た
が
、
友
人
は
目
の
す
ぐ
横
を
負

傷
し
て
し
ま
っ
た
。

　

真
冬
の
あ
る
日
、
私
が
加
害
者

で
あ
る
と
の
連
絡
を
受
け
た
母
は
、

す
ぐ
に
友
人
の
家
族
に
電
話
で
謝

罪
し
、受
診
す
る
病
院
に
私
を
伴
っ

て
駆
け
つ
け
た
。
寒
い
廊
下
で
、

診
療
が
終
わ
る
ま
で
直
立
の
ま
ま

待
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
母
が
静
か

に
私
を
見
据
え
て

「
も
し
Ａ
君
が
視
力
を
失
っ
た
ら
、

あ
ん
た
は
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
た

め
に
生
き
る
ん
や
な
い
。
一
生
Ａ

君
の
目
に
な
り
生
き
て
い
き
な
さ

い
。」

と
、
と
め
ど
な
く
流
れ
る
涙
と
と

も
に
言
っ
た
。
こ
の
冷
静
す
ぎ
る

母
の
態
度
に
、
私
は
全
身
が
冷
た

く
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
た
。「
わ

ざ
と
じ
ゃ
な
い
の
に
。
ま
さ
か
こ

ん
な
重
大
な
こ
と
に
な
る
な
ん

て
。」
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と

を
し
て
し
ま
っ
た
と
、
頭
が
真
っ

白
に
な
っ
た
。
気
付
く
と
母
と
私

は
人
目
も
は
ば
か
ら
ず
号
泣
し
て

い
た
。
診
察
室
か
ら
出
て
来
た
友

人
と
彼
の
お
母
さ
ん
に
、
母
は

「
Ａ
君
は
大
好
き
な
テ
ニ
ス
も
諦
め

な
き
ゃ
な
ら
な
く
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
日
常
生

活
に
も
支
障
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ご
両
親
が
今
ま
で
ど
れ
だ

け
の
苦
労
を
し
て
育
て
て
こ
ら
れ

た
か
。
将
来
を
ど
れ
だ
け
楽
し
み

に
し
て
い
ら
し
た
か
。
出
来
る
限

り
の
償
い
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。」

と
、
こ
れ
で
も
か
と
い
う
ほ
ど
頭

を
下
げ
、
謝
罪
を
し
た
。
私
と
友

人
が
仲
が
良
い
こ
と
で
、
母
親
同

士
も
仲
良
く
付
き
合
っ
て
い
た
の

で
、
ま
さ
か
母
が
敬
語
で
謝
罪
す

る
な
ん
て
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。

友
人
の
お
母
さ
ん
は
、
母
に
寄
り

添
っ
て
言
っ
た
。

「
幸
い
眼
球
は
傷
つ
か
な
か
っ
た

の
。
傷
跡
は
残
る
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
わ
ざ
と
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か

ら
。
洵
太
君
も
そ
ん
な
に
泣
か
な

い
で
。」

と
、
私
の
肩
も
な
で
て
く
れ
た
。

余
計
に
涙
が
出
て
き
た
。
普
段
バ

カ
話
を
す
る
友
人
の
左
目
に
は

ガ
ー
ゼ
が
当
て
ら
れ
、
黙
っ
て
い

る
。と
て
も
気
ま
ず
く
て
、私
は「
本

当
に
ご
め
ん
な
さ
い
。」
と
い
う
の

が
精
一
杯
だ
っ
た
。

　

そ
の
夜
、
母
は
帰
宅
し
た
父
の

隣
に
私
を
座
ら
せ
て
、
こ
の
出
来

事
を
説
明
し
た
。
そ
こ
で
「
償
い
」

と
い
う
曲
の
話
を
聞
か
せ
て
く
れ

た
。

“

ゆ
う
ち
ゃ
ん”

が
起
こ
し
た
交
通

事
故
で
被
害
男
性
が
死
亡
。
彼
は

毎
月
給
料
日
に
な
る
と
郵
便
局
に

走
る
。
同
僚
は
「
貯
金
だ
け
が
趣

味
だ
な
。」と
嘲
笑
う
が
、実
は
ず
っ

と
被
害
者
の
妻
に
送
金
を
続
け
て

い
た
の
だ
。
あ
る
日
ゆ
う
ち
ゃ
ん

に
一
通
の
手
紙
が
届
く
。
そ
れ
は

被
害
者
の
妻
か
ら
だ
っ
た
。

「
そ
こ
に
は
、
も
う
あ
な
た
の
人
生

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
っ
て
書
い
て

あ
っ
た
ん
よ
。
到
底
許
さ
れ
る
わ

け
も
な
い
と
分
か
っ
と
ん
や
け
ど

ね
。
お
母
さ
ん
が
言
い
た
い
の
は
、

誰
か
の
権
利
を
侵
し
て
ま
で
、
あ

ん
た
の
権
利
が
優
先
さ
れ
る
こ
と

は
絶
対
な
い
っ
て
こ
と
な
ん
よ
。

今
回
は
わ
ざ
と
じ
ゃ
な
か
っ
た
。

で
も
注
意
を
怠
っ
た
の
は
事
実
や

ろ
。
も
し
Ａ
君
が
失
明
し
た
ら
、

あ
ん
た
は
必
死
で
働
い
て
、
Ａ
君

が
本
来
な
ら
ば
持
っ
て
い
た“

見

る”

と
い
う
権
利
を
復
活
さ
せ
る

た
め
に
お
金
と
時
間
を
遣
い
な
さ

い
。
あ
ん
た
が
学
生
の
う
ち
は
、

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
代
わ
る
。

家
族
み
ん
な
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を

犠
牲
に
し
て
生
き
て
い
か
な
い
か

ん
。
そ
れ
が
償
い
た
い
。」
母
の
言

葉
に
、
私
は
頷
く
し
か
な
か
っ
た
。

　

翌
日
は
、
学
校
で
友
人
と
顔
を

合
わ
せ
る
こ
と
が
怖
か
っ
た
。
許

し
て
も
ら
え
る
の
か
、
い
や
、
そ

も
そ
も
許
し
て
も
ら
お
う
な
ん
て

思
っ
て
は
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
。
そ
ん
な
私
に
彼
は
「
お
は
よ

う
。
昨
日
は
ご
め
ん
な
。」
と
話
か

け
て
く
れ
た
の
だ
。
そ
の
時
の
気

持
ち
は
、
今
で
も
言
葉
に
で
き
な

い
。
胸
に
つ
か
え
て
い
た
巨
大
な

黒
い
何
か
が
、
ゴ
ロ
ッ
と
落
ち
て

く
れ
た
感
じ
だ
っ
た
。
き
っ
と
彼

は
、
私
が
遠
慮
し
て
疎
遠
に
な
る

の
を
避
け
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
。

何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
と
は
い

か
な
い
が
、
自
然
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
そ
の
一

瞬
の
彼
の
気
遣
い
の
お
か
げ
だ
っ

た
と
思
う
。

　

週
末
、
ず
い
ぶ
ん
傷
が
回
復
し

た
と
連
絡
を
受
け
、
私
と
両
親
は

改
め
て
友
人
の
家
に
謝
罪
に
行
く

こ
と
に
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
練
習

の
後
だ
っ
た
の
で
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
の
ま
ま
行
こ
う
と
し
た
私
を
、

父
が「
着
替
え
ろ
」と
制
し
た
。「
お

前
が
さ
せ
た
怪
我
の
せ
い
で
、
テ

ニ
ス
の
練
習
を
休
ん
ど
る
Ａ
君
の

気
持
ち
を
考
え
ろ
。」
い
つ
も
は
優

し
い
父
が
厳
し
い
口
調
で
言
っ
た
。

そ
う
だ
、
こ
の
小
さ
な
気
遣
い
も

償
い
な
の
だ
。
私
は
即
座
に
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
脱
い
だ
。

　

そ
の
後
、
友
人
の
怪
我
は
治
り
、

傷
跡
も
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
か
っ
た
。

私
達
は
そ
れ
ぞ
れ
の
志
望
校
に
合

格
し
、
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
私
の
部
屋
に
は
卒
業

式
に
彼
と
肩
を
組
ん
で
写
っ
た
記

念
写
真
が
飾
っ
て
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
大
切
な
友
人
だ
か
ら
と
い
う
理

由
だ
が
、
あ
の
事
故
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
あ

の
事
故
は
、
他
人
の
権
利
を
侵
す

こ
と
の
悪
と
、た
と
え
過
失
で
あ
っ

て
も
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
家
族

や
周
囲
ま
で
巻
き
込
ん
で
し
ま
う

恐
ろ
し
さ
を
私
に
教
え
て
く
れ
た
。
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Information

おしらせ
京
田
辺
市
消
防
署

　
井
手
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

日　

時
／
平
成
27
年
10
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
12
時

場　

所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定　

員
／
10
名
程
度

参
加
費
／
無
料

受　

付
／
10
月
３
日
（
土
）
午
後
5
時
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井

手
分
署　
（
℡
82
‐
３
０
０
０
）

救
命
講
習
会

　

熱
中
症
に
注
意
を
！　

特
に
こ
の
季
節
、

熱
中
症
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
ま
め
な

水
分
補
給
を
心
が
け
、
体
調
不
良
の
と
き
は

な
る
べ
く
外
出
を
控
え
、
ス
ポ
ー
ツ
や
屋
外

で
作
業
を
す
る
と
き
は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

を
用
意
し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

頭
痛
や
吐
き
気
、
め
ま
い
と
い
っ
た
症
状

が
見
ら
れ
、
熱
中
症
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

た
ら
応
急
手
当
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　熱中症の応急手当

休息
安静にさせ、衣服を緩める、
また、必要に応じて脱がせ、
体を冷却しやすい状態とす
る。

冷却
涼しい場所 ( クーラーの入っ
ているところ、風通しの良い
場所 ) で休ませる。症状に応
じて、必要な冷却をおこなう。

水分補給

意識がはっきりしている場合
に限り、水分補給をおこなう。
意識障害や吐き気がある場合
は、医療機関での輸液が必要
となる。

　

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
に
配
布

し
ま
し
た“

各
種
検
（
健
）
診
の
お
知
ら
せ”

の
検
（
健
）
診
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
郵
送
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
各

種
検
（
健
）
診
の
お
知
ら
せ
が
な
い
場
合
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。）

《
申
し
込
み
締
切
日
》

♦
胃
が
ん
検
診
（
申
し
込
み
延
長
９
月
30
日

（
水
）
締
め
切
り
）

♦
肺
が
ん
検
診
（
申
し
込
み
不
要
。
当
日
各

種
検
診
会
場
に
て
申
し
込
み
。）

♦
乳
が
ん
検
診
（
申
し
込
み
延
長
９
月
30
日

（
水
）
締
め
切
り
）

♦
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
10
月
30
日
（
金
）
締

め
切
り
）

♦
大
腸
が
ん
検
診
（
平
成
28
年
１
月
15
日

（
金
）
締
め
切
り
）

♦
前
立
腺
が
ん
検
診
（
直
接
、
医
療
機
関
に

申
し
込
み
。
10
月
30
日
（
金
）
ま
で
）

♦
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
（
９
月
30
日
（
水
）

締
め
切
り
）

♦
39
歳
以
下
の
女
性
の
健
診
（
申
し
込
み
延

長
。）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
種
検
（
健
）
診
の

各
種
検
（
健
）
診
の
申
し
込
み
は
お
す
み
で
す
か
??

お
知
ら
せ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
82

‐
３
３
８
５
）
ま
で
。

日　

時
／
平
成
27
年
９
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場　

所
／
城
陽
市
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
ぱ
れ
っ
と
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｏ

お
は
な
し

「
江
戸
時
代
の
田
原
道
新
道
整
備
」

　

現
在
の
国
道
３
０
７
号
が
江
戸
時
代
後
期

に
地
元
の
人
た
ち
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
様
子

を
地
元
に
残
る
古
文
書
か
ら
お
話
し
い
た
だ

き
ま
す

講　

師
／
青
谷
古
文
書
を
読
む
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
脇
康
宏
さ
ん

参
加
費
／
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
山
背
古
道
探

検
隊
事
務
局
＝
企
画
財
政
課
（
℡
82
‐

５
２
１
２
）
ま
で
。

山
背
古
道
お
話
探
訪

ス
ポ
ー
ツ

【
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
】

日
時
／
９
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
～

場
所
／
玉
川
さ
く
ら
公
園

【
第
44
回
町
民
体
育
大
会
】

日
時
／
9
月
27
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
（
℡
82
‐

５
７
０
０
）
ま
で

　
　
～
自
動
車
の
利
用
実
態
に
関
す
る
調
査
～

　

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県
、
政
令
指

定
市
及
び
高
速
道
路
会
社
と
連
携
し
て
、
平

成
27
年
９
月
～
11
月
に
か
け
て
、
全
国
道
路
・

街
路
交
通
情
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

交
通
情
勢
調
査
は
、
昭
和
３
年
か
ら
概
ね

５
年
毎
に
実
施
し
て
い
る
全
国
的
な
規
模
の

調
査
で
あ
り
、
道
路
と
道
路
交
通
の
実
態
を

把
握
し
、
道
路
の
計
画
、
建
設
、
管
理
な
ど

に
つ
い
て
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
道
路
の
状
況
調
査
や
自
動
車
を
お
持
ち

の
方
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
、
自
動
車
の
利
用
実
態
に
関
す
る
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
自
動
車
を

お
持
ち
の
方
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
さ
れ

た
ご
家
庭
に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

お
問
合
せ
先 

： 

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整

備
局
京
都
国
道
事
務
所
調
査
課
（
℡
０
７
５

‐
３
５
１
‐
３
３
０
０
）
ま
で
。

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
の

お
知
ら
せ

　

左
記
の
と
お
り
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
疑
問
に
思
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
、

お
悩
み
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ど
ん

な
些
細
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
／
平
成
27
年
10
月
14
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　

２
階
集
会
室

そ
の
他
／
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、

総
務
課
（
℡
82
‐
６
１
６
１
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

主
催
／
近
畿
弁
護
士
連
合
会

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内
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講
座
・
教
室

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
大
正
琴
》

日
時
／
９
月
11
日
（
金
）・
25
日
（
金
）・

　
　
　

10
月
９
日
（
金
）
午
前
10
時
～

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
太
極
拳
》

日
時
／
９
月
11
日
（
金
）
25
日
（
金
）・

　
　
　

10
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
９
月
17
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～

《
人
権
学
習
》

日
時
／
９
月
25
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
半
～
・
午
後
３
時
～

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
井
手
町
文
化
講
演
会
】

日
時
／
9
月
15
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
（
℡
82
‐

５
７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
】

日
時
／
９
月
16
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
が
い
の
あ

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

健
　
康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
10
月
１
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
10
月
8
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

子 

育 

て

【
乳
幼
児
健
康
審
査
】

《
３
歳
児
健
康
診
査
》

日
時
／
９
月
11
日
（
金
）

対
象
／
Ｈ
24
・
１
・
12
～
４
・
30
生
ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

《
乳
児
健
康
診
査
》

日
時
／
10
月
５
日
（
金
）

対
象
／
Ｈ
27
・
５
・
７
～
７
・
１
生
ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

各
種
相
談

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
９
月
28
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
10
月
５
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
玉
泉

苑
、
第
２
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
催
し
て
い

ま
す

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
９
月
28
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
９
月
16
日
（
水
）・
10
月
２
日
（
金
）

午
前
11
時
～
午
後
１
時
50
分

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
10
月
７
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
10

時
半
受
付

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
発
達
相
談
》

日
時
／
９
月
24
日
（
木
）

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
完
全
予
約
制
・
ご
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

＊
毎
月
20
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳

し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
９
月
26
日
（
土
）・
10
月
３
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
健
康
教
室
】

日
時
／
９
月
24
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
男
女
共
同
参
画
講
演
会
】 

日
時
／
10
月
５
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時 

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
集
会
室 

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
（
℡
82
‐

５
７
０
０
）
ま
で

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
公
開
】

日
時
／
10
月
９
日
（
金
）

　
　
　

午
後
７
時
半
～
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
込
は
不
要
で
す

・
天
候
な
ど
の
条
件
に
よ
り
公
開
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
お
子
様
だ

け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
82

‐
５
７
０
０
）
ま
で
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【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

10
月
～
３
月

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☆
９
月
・
10
月
の
休
館
日

９
月
７
・
14
・
24
・
25
・
28
・
29

日10
月
５
・
13
・
19
・
26
・
29
日

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
12
冊
・
２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊
・
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
・
１
週

間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介　

９
月

一
般
書

「
炎
の
塔
」　　
　
　

五
十
嵐 

貴
久

「
金
魚
姫
」　　
　
　
　
　

荻
原 

浩

「
ス
カ
ラ
ム
ー
シ
ュ
・
ム
ー
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
堂 

尊

「
武
士
道
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

誉
田 

哲
也

「
王
と
サ
ー
カ
ス
」　　

米
澤 

穂
信

「
神
さ
ま
の
い
る
書
店
」

　
　
　
　
　
　
　
　

三
萩 

せ
ん
や

「
一
時
帰
還
」　 

フ
ィ
ル
・
ク
レ
イ

児
童
書

「
お
ぼ
ん
ぼ
ん
ぼ
ん
ぼ
ん
お
ど
り
の

日
！
」　　
　

  

た
ち
も
と 
み
ち
こ

「
お
れ
さ
ま
は
よ
う
か
い
や
で
」

　
　
　
　
　
　
　

あ
お
き 

ひ
ろ
え

「
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
の
は
こ
び
か
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
橋 

利
光

「
せ
い
め
い
の
れ
き
し
」

 

バ
ー
ジ
ニ
ア
・
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン

「
す
し
の
ひ
み
つ
」　

日
比
野 

光
敏

９
月
・
10
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

９
月
12
日
（
土
）・
10
月
10
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら　

図
書
館
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

《
図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

９
月
12
日
（
土
）
～
20
日
（
日
）

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
展
示

ホ
ー
ル

（
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。）

校長、お電話です！
佐川 光晴
　問題頻発の中学校を立て直
すために、異例の若さで校長
に抜擢されたシバロク。そん
な矢先、校内からタバコの吸
い殻が見つかり、女性教師が
自殺未遂を起こす。教師たち
は休む間もない激務で…。『小
説推理』連載に加筆し書籍化。

まちづくりのレシピ
地域再生大賞実行委員会・監修
　深刻化する地方の疲弊に挑
む団体を支援するために始
まった、共同通信社と加盟
する地方新聞社による「地
域再生大賞」。２０１０～
２０１４年度に受賞した全国
各地の団体の多彩な取り組み
を紹介する。団体データ集も
収録。

ざしきぼっこ
武田 美穂
　けんたは山道で２人の女の
子に出会った。いっしょに遊
んだあと、２人は消えてしま
う。それは、ざしきぼっこと
呼ばれる不思議な子どもだっ
た…。日本の昔話に出てくる、
こわーいおともだちを紹介す
る。

影なき者の歌
ウィリアム・アレグザンダ
　ゴブリンにもらった笛を吹
くと、影がなくなってしまっ
た。影がないのは死者だけ。
でも、わたしは生きているの
に！　影を取りもどすため、
パン屋の娘カイルの奮闘が始
まる。

Ｑ
退
職
後
の
国
民
年
金
の
手
続
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

　
Ａ
．
退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
に
再
就
職
す
る
場
合
は
、
引

き
続
き
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
60
歳
未
満

の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
退
職
し
た
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
60
歳
未
満
の
配
偶
者
（
夫
・
妻
）
に

つ
い
て
も
、
同
様
に
国
民
年
金
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
手
続
き
を
怠
る
と
、
年
金
額
が
減
る
場
合
や
、
年
金
そ
の
も
の
が
受

け
取
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
た
め
の
手
続
に
は
、
年
金
手
帳
ま

た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
と
、
退
職
の
日
の
わ
か
る
書
類
が
必
要
で
す
。

提
出
期
限
は
退
職
日
の
翌
日
か
ら
14
日
以
内
で
す
。

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
月
額
１
万
５
５
９
０
円
（
平
成
27
年
度
）
で

す
。
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
一
定
期
間
分
（
原
則
と
し
て
半
年

ま
た
は
１
年
間
）
の
保
険
料
を
一
括
し
て
納
付
す
る
と
保
険
料
が
割
引
に

な
る
前
納
制
度
や
、
口
座
振
替
で
納

付
す
る
と
保
険
料
が
割
引
に
な
る
制

度
（
早
割
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。
免
除
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
、
認
印
、
退
職
し
た
こ
と
を
確

認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写
し

（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
離
職
票

等
）
を
持
参
し
、
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
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ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、プラマーク包装容器、カン、ビン、ペットボトルは透明・半透明の袋に入れて出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入　
れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 
洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（9月 11 日～ 10 月 10 日）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン 粗大ごみ ペット

ボトル
プラマーク
容器包装 その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 10月8日 10月 1日 9月17日 9月24日 水曜日 火曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日 9月11日
10月 9日 10月2日 9月17日 9月25日 水曜日 火曜日

上 井 手 区
多 賀 全 区 火・金曜日 9月17日 10月 1日 10月 8日 9月24日 水曜日 水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

し尿収集日程
収集日 し尿収集

区域番号 収集区域

10月6日 ⑨ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、
茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

9月11日
10月7日 ⑩ 阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平

９月14日
10月 8日 ⑪ 内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、

蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜
9月15日
10月9日 ⑫ 安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内

9月16日
10月10日 ⑬ 里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、

田村新田

9月17日 ⑭ 川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、
扇畑、浜田、橋ノ本

9月18日 ⑮ 梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、
下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（℡ 075-631-5171）まで

ビンの日に出せるもの、出し方
●ビン（洋酒・ジュース・ドリンク・調味料などのあきビン）を出すことが出来ます。
●キャップを必ず外し、簡単な水洗いをした後、中身の見える袋に入れてください。
●キャップはその他ごみに出してください。
●業者に引き取ってもらえるビンは出さないでください。
●乳白色のビン、コップ、陶磁器類、ガラス、電球、蛍光灯、体温計等は〈その他ごみの日〉
　です。割れて危ないものは厳重に包み、《割れ物》と表示してください。

（ビン）



住民カレンダー
月日 曜日 行　　　　事

9/11 金
大正琴教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
３歳児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

12 土 IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

13 日 町民グラウンドゴルフ大会（午前９時～、玉川さくら公園）

14 月 手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
自力整体教室（午後７時～８時半、いづみ人権交流センター）

15 火

すくすくクラブ（午前 10時～ 11時 40分、子育て支援センター）
特定計量器定期検査【集合検査】（午前 10時～午後３時、井手町商工会）
脳活性化クラブ ( 午後１時半～、玉泉苑 )
井手町文化講演会（午後１時半～３時、山吹ふれあいセンター）
トールペイント教室（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

16 水
生き生きふれあいサロン（午後 1時半～、玉泉苑）
こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）
パソコン教室 ( 午後２時半～、午後７時～、いづみ人権交流センター )

17 木 ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
18 金
19 土
20 日
21 月 敬老の日
22 火 国民の休日
23 水 秋分の日

24 木 健康教室（午前 10時～ 11時半、いづみ人権交流センター）
発達相談（予約制、保健センター）

25 金
大正琴教室（午前 10時～ 11時半、いづみ人権交流センター）
人権学習（午前 11時半～、午後３時～、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

26 土 和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
27 日 第 44回町民体育大会（午前８時半～、泉ヶ丘中学校）

28 月
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～、賀泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
無料法律相談 ( 午後２時～４時、玉泉苑）
自力整体教室（午後７時～８時半、いづみ人権交流センター）

29 火 トールペイント教室（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）

30 水 のびのびクラブ（午前 10時～ 11時 40分、子育て支援センター）
パソコン教室 ( 午後２時半～、いづみ人権交流センター )

10/1 木 無火災デー防火パレード
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）

２ 金
井手町敬老祝賀式（午前１０時半～、山城勤労者福祉会館）
こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）
39歳以下の女性の健診（保健センター・予約制）

３ 土 和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
４ 日

５ 月
乳児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～、玉泉苑）
男女共同参画講演会（午後１時半～３時、山吹ふれあいセンター）
ピラティス教室（午後７時～８時半、いづみ人権交流センター）

６ 火

７ 水
育児相談・遊びの広場（午前９時半～１０時半受付、保健センター）
生き生きふれあい体操教室（午後１時半～３時半、賀泉苑）
パソコン教室 ( 午後２時半～５時、いづみ人権交流センター )

８ 木 子育てサロン（午前 10時～正午、玉泉苑）
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）

９ 金
大正琴教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

10 土 IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

おめでとうございます まちのカレンダー
（9月11日～10月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/

名　　称 電話番号
総　務　課 0774-82-6161
企画財政課 0774-82-6162
税　務　課 0774-82-6163
住民福祉課 0774-82-6164
高齢福祉課 0774-82-6165
保健医療課 0774-82-6166
建　設　課 0774-82-6167
産業環境課 0774-82-6168
上下水道課 0774-82-6169
会　計　課 0774-82-6171
議会事務局 0774-82-6172
教育委員会（学校教育課） 0774-82-4333
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課） 0774-82-5700
同和・人権政策課

0774-82-3380
0774-82-4112いづみ人権交流センター

いづみ児童館
保健センター 0774-82-3385
地域包括支援センター 0774-82-3690
泉ヶ丘中学校 0774-82-2070
井手小学校 0774-82-2119
多賀小学校 0774-82-2112
玉川保育園 0774-82-2153
多賀保育園 0774-82-2225
いづみ保育園 0774-82-4160
子育て支援センター 0774-82-2232
環境衛生センター 0774-82-4651
学校給食センター 0774-82-3617
井手町まちづくりセンター椿坂 0774-82-3838
町立デイサービスセンター 0774-99-4318
老人福祉センター「玉泉苑」 0774-82-3499
老人福祉センター「賀泉苑」 0774-82-5059
京田辺市消防署　井手分署 0774-82-3000
井手町役場　代表番号 0774-82-2001

公共施設電話番号一覧

(7 月 20 日から 8月 19日までの届け出分・敬称略 )

住 所 赤ちゃん 届 出 人
井 手 佐々木　禅

ぜん
駿

井 手 河 本　花
はな

英 樹

多 賀 髙 田　岳
がく

厚 志

〈
出
生
〉


